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議 題 

1 テーマ 4「中山間地における安全・安心対策」について（意見交換） 

 

 

 

 

 

 

 

2 その他 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

テーマ 4「中山間地における安全・安心対策」について 

⑴ 災害時の相互扶助機能の低下、防犯・防災への不安 

⑵ 高齢者世帯・独居者の見守り・安否確認体制 

⑶ 避難場所の確保 

⑷ 落石防止、カーブミラー、河川や砂防ダムの土砂等の撤去 

 

3 その他 

 

○次回開催    月   日（ ）   時   分  第 4委員会室 



テーマ4「中山間地における安全・安心対策」の課題と対策

川上委員 柳楽委員 野藤委員 上野委員 飛野委員 布施副委員長 永見委員 田畑委員長

①【課題】地域見守り組
織の強化

　【提言】・「ながら見
守り」の理解を求める機
会を創る
・コミセン化の機会を活
用して全地域に組織化を
図る
・道路パトを安全安心パ
トロールとして再構築す
る
・パト車へドラレコを装
備し、記録を残す　（記
録は不明者や不審者対策
に活用）

①【課題】　災害時のみ
ならず、高齢者，障がい
者、子どもなどの見守り
も重要である。個人情報
保護の観点から、要支援
者の情報でさえ限られた
人にしか提供できない状
態になっている。

　【対策】　町内会など
の小さな単位で、個人情
報の共有を理解してもら
い、要支援者の担当を明
確にしておくことが必要
である。（担当は複数決
めておく）また、情報共
有のために住民名簿を作
成し、地域拠点でも保管
することが望まれる。

【課題】情報不足に対す
る不安

【対策】インフラ整備に
よる通信速度の向上、新
たな戸別機器の選定、配
置

【対策】
多くの住民が協力して被
害を防ぐための自主防災
組織、高齢化弱体化した
地域社会（町内会）に機
能を持たせようとしても
うまくいかないので、ま
ちづくりセンターの中に
自主防災組織の部会を作
り、それぞれの地域の見
守り、安否確認など情報
連絡体制作りを全市に広
げる。

①【課題】自主防災組織
は大事だ。未設立地区対
策

　【提言】未設立地区に
はそれなりの訳がある。
自主防災組織の定義は無
いと思う。その地域、地
域に合った簡易な組織で
良い。まずは、設立の手
助けを推進すべきだ。

【対策】
①逃げ遅れ0を掲げ、気
象対策として「我が家の
マイタイムライン」作成
を努力義務にする（自
助）、周辺の方に避難先
を普段から話しておく。
お互いの確認（共助）。
高齢者や独居老人、障が
い者（要支援者名簿）避
難先での確認（公助）。

②家で安全に避難できる
環境点検の実施（自宅を
安全な避難場所にす
る）。家具転倒防止器具
やツッパリ棒購入時の助
成。

①【課題】 自主防災組
織の設立

 【対策】　防犯・防災
の危険個所の洗い出し。

①【課題】 市内全地域
への自主防災知識の設立

 【対策】避難所・避難
経路の確認

②【課題】　特殊詐欺に
ついては、各種メディア
で報道されていても被害
がなくならない。

　【対策】　市内はもち
ろん、近隣市町等で特殊
詐欺事案が発生した場合
の市民周知のために、防
災防犯メールの登録推進
強化と、防災行政無線で
の呼びかけも有効だと考
える。

②【課題】災害時、消防
団員の立ち位置の明確化

【提言】地域の高齢化が
進む中、消防団員は地域
の唯一若くて元気な頼れ
る存在だ。地元の災害時
消防団員の立ち位置を明
確化にし、地域の自主防
災組織のリーダーとして
明記すべきだ。

③災害によっては長期避
難滞在が予想されるの
で、避難生活編のケアプ
ランをつくる。

④普段から非難をする道
を兼ねて、自分の避難先
まで散歩する（自分なり
にチェックする。日中・
夜間）→自治会に広げる
（みんなで避難所散歩）

③【課題】　災害発生時
には、まず自分がどう行
動するか理解しておくこ
とが重要である。平時か
ら身を守る対策をしてお
くことも必要だが、方法
が分からない人もたくさ
んいる。

　【対策】　マイタイム
ラインなど、個人や家族
の避難計画を作成の推進
を図る。また、地震に備
えて家具等の固定などの
減災対策や、災害備蓄品
の必要性を周知する。

⑤自治会や町内会を通じ
て必須項目として年１～
２回防災訓練か避難訓練
を入れる。

⑥災害用伝言ダイヤル
（171）の活用を
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テーマ4「中山間地における安全・安心対策」の課題と対策

川上委員 柳楽委員 野藤委員 上野委員 飛野委員 布施副委員長 永見委員 田畑委員長

①【課題】地域見守り組
織の強化

　【提言】・道路パト
ロールの機会活用（見守
り組織とのコラボ）

①【課題】日中は現役世
代が地域に少ない。
　
　【対策】地域を回る頻
度が高い事業者による、
緩やかな見守り体制の拡
大・強化。

①課題：（1）に通じる 【対策】
まちづくりセンター・自
主防災組織を通じて地区
単位で独居世帯数など把
握し計画書作成と見守り
マップ作成など全市に広
げる。

①【課題】連絡体制網の
確立

【提言】平時は問題ない
が、災害時や急病時やケ
ガ時、連絡体制網が整備
されていない時、近隣で
混乱が起こる。身内、親
戚等連絡しなければなら
ないキーマンに繋がらな
いからだ。個人情報も重
視しながら、指針を示す
べきだ。

【対策】
①緊急通報装置「早助
(サスケ)」設置の推奨

 
①【課題】地域まちづく
り委員会の町内会別、高
齢独居者の把握

 【対策】町内会の中で
安否確認体制を設ける。

【課題・対策】自主防災
組織で対応

②　（１）の①と同様。
（１）と（２）は項目を
一緒にしてはどうかと思
います。

【対策】
②災害時でも安否確認で
も使える無事カード、タ
オル（市独自で作成配
布）、玄関扉・門柱に掲
示
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テーマ4「中山間地における安全・安心対策」の課題と対策

川上委員 柳楽委員 野藤委員 上野委員 飛野委員 布施副委員長 永見委員 田畑委員長

①【課題】一時避難所の
選定・確保

　【提言】・集落に集い
の場を設ける（行きやす
い、集まりやすい、つど
える場）
・集い場へ若干の補助
（場所、茶、お菓子）
・安全安心パトによる状
況（周辺状況）等の定期
的な確認

①【課題】現在指定され
ている避難所の中には警
戒区域に指定されている
ものが多くある。

　【対策】避難場所の見
直しや、自宅内や周辺で
安全に避難できる場所を
それぞれが確保しておく
ことも大事である。

【課題】地区別小範囲の
計画

【対策】災害別のマイタ
イムライン策定

【対策】
まちづくりセンター・自
主防災組織を通じて、避
難場所や危険箇所など確
認するとともに、山間部
の集落など避難場所に行
くことが危険名場合・自
宅や近所、近くの集会所
など災害を想定した訓練
など、集落での話し合い
をすることを全市に広げ
る。

【課題】持病薬の対応

【提言】災害時混乱の
中、持病薬が入手できな
かった事例がアップされ
ている。医師会などと協
議する必要がある。

【対策】
①日本の避難所は命を守
ること、安全が第一で環
境は次であった。東日本
大震災で感染拡大(イン
フルエンザ)をうけ、感
染症との複合災害の備え
をするようになった。従
来の避難所でよいのか。
一度棚卸をして見直す
（場所・数）

①【課題】避難誘導体制
の整備

 【対策】 第一避難所
最終避難所の周知

【課題・対策】自主防災
組織の判断で決める。

②災害時の目安となる避
難場所にパネル等を掲
示。〇×の適不適マーク
(洪水、高潮、津波、土
石流、がけ崩れ、地すべ
り、大規模火災)

③災害前、災害時に必要
な防災・減災の為の情報
として避難誘導する矢印
を電柱や路面に表示は必
要。(災害を学習・啓発
する。避難場所を知る。
場所に誘導する)
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テーマ4「中山間地における安全・安心対策」の課題と対策

川上委員 柳楽委員 野藤委員 上野委員 飛野委員 布施副委員長 永見委員 田畑委員長

①【課題】安全安心パト
ロール

　【提言】・現在実施さ
れている記録の公開
・パトロール機会の増加
（班編成の増、土木経験
者の活用）

【課題】　落石防止や
カーブミラーについては
道路パトロールが実施さ
れているが、見落としも
あるように感じる。

【対策】　道路パトロー
ルの強化と、住民との連
携も必要である。

【課題】落石危険個所の
危険レベルの見える化

【対策】表示の工夫等

【対策】
・まちづくりセンター・
自主防災組織を通じて場
所の状況把握を行う。
・近年イノシシにより斜
面で急に石が現れる。地
域の方の連絡、道路パト
ロールに力を入れても山
の中までは限界がある。
まちづくりセンターを通
じて住民と連携した取組
を市が進める体制。

①【課題】落石防止対策

【提言】山間地の道路面
落石は一向に減らない。
斜面整備が進まない上、
樹木の根張りやイノシシ
などの獣害に起因する落
石は危険だ。特に山間部
の道路はえん曲していて
車で走行時、落石の発見
が遅れる。目視点検もや
むないが、常時発生して
いる箇所は実地調査をす
べきだ。

【対策】
①カーブミラーのメンテ
ナンス（台帳でのチェッ
ク、必要に応じ清掃等の
費用を出す）

　いずれにしてもパト
ロールの活用が必要と考
える。特に道路パトロー
ルを安全安心パトロール
として再構築し、横断的
な活動が可能とする必要
がある。加えて、パト
ロール班へは土木経験
者・水道工事経験者を加
えることにより、ライフ
ラインの安全安心を強化
できる。

・高齢者にとってカーブ
ミラーに頼るのは危険、
運転手にこの先危険箇所
があるなど知らせる工夫
を・・
・高齢化により河川の草
刈りは大変な負担、堆積
した土砂除去要望しても
なかなかかなわない市と
して県に力強く要望して
欲しい。

②【課題】河川の土砂撤
去

【提言】河川の土砂が堆
積していて、農業用水の
頭取口が機能しない箇所
が沢山ある。一度大雨が
降ると頭取口付近の開水
路に土砂が堆積してしま
う。復旧は手作業となる
ため労力は甚大だ。常時
発生個所は順次土砂撤去
をすべきだ。

【対策】
②土砂等の撤去は、国県
事業で令和２～６年度(5
年間)事業費年間900億円
（R2）5年見込み：4,900
億円の緊急凌渫推進事業
費を施局的に利用するこ
とを働きかける。

　また、横断的な活動と
して再構築できるのであ
れば、福祉関係者の同乗
機会を設け、高齢者・独
居者の見守りの機会を求
めたい。
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